
学校コード F147310111796

設置年度 平成 31年度

計画の区分： 学部の学科の設置

沖縄大学 健康栄養学部 管理栄養学科 （必要がある場合）○○専攻

　　　職名・氏名 課長
カチョウ

　糸数
イトカズ

 晃
アキラ

　　　電話番号　　 098-832-6732

　　　（夜間）　　 098-832-6732

　　　ｅ－mail　　 general@okinawa-u.ac.jp 

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・大学の設置の場合：「○○大学」

　　　　　https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mext_01087.html

　　　　　なお、該当がない場合は、本番号は学校基本調査での「学校コード」と同様の番号ですので、

　　　　　・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　３　学校コードについては、以下URLを確認の上、該当番号を記載してください。

　　　　　当該番号を記載してください。

　　担当部局（課）名　　　事務局(総務課）

　　　　　・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　作成担当者

認可

令和４年５月１日現在 
学校法人沖縄大学

【認可】設置に係る設置計画履行状況報告書

　　　　　　　　　　　　　　　注１

注３

注2
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ ナガハマ　マサヒロ ） （ サキマ　ミノル ）

長濱 正弘 佐喜真 實

（平成23年10月） （令和元年７月）

（ モリグチ　ミツル ） （ ヤマシロ　ヒロシ ）

盛口 満 山代 寛

（平成31年4月） （令和4年4月）

（ ヤマシロ　ヒロシ ） （ シンジョウ　マサキ ）

山代 寛 新城 正紀

（平成31年4月） （令和３年4月）

（ クニナカ　サオリ ） （ ミヤラ　メグミ ）

國仲 小織 宮良 恵美

（平成31年4月） （令和３年4月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）令和３年度に報告済の内容　→（３）

　　　　　　令和４年度に報告する内容　→（４）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人沖縄大学

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　沖縄大学

　　　　沖縄県那覇市字国場555番地

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

　　　〒902－8521

（３） 調査対象大学等の位置

　　　　ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

学 部 長

学科長等

退任に伴う変更(２)

退任に伴う変更(３)

学　　長

職　　名

退任に伴う変更(３)

退任に伴う変更(４)
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（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試

　　　　区分ごとではありません）。

　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位

　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」）のほか、それらのコースや専攻単位でも記載したものを、

　　　　別ファイルにて提出してください（作成方法は、事務連絡「令和４年度の履行状況報告書の提出について（依頼）を
　　　　確認してください）。

　　　・　様式は、平成３０年度開設の４年制の学科の完成年度を越えて報告する場合（令和４年度までの５年間）ですが、
　　　　完成年度を越えている場合は別途ご連絡ください。

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　に報告書を作成してください。

　健康栄養学部

　管理栄養学科

　学士（栄養学）

年 人 人 人

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

266 - 244 - 193 - 212

(　 　) (　 　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　 　)

[ 　 ] [ 　 ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ 　 ]

266 - 243 - 193 - 212

(　 　) (　 　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　 　)

[ 　 ] [ 　 ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ 　 ]

98 - 99 - 102 - 98

(　 　) (　 　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　 　)

[ 　 ] [ 　 ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ 　 ]

81 - 79 - 81 - 84

(　 　) (　 　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　 　)

[ 　 ] [ 　 ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ 　 ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した入学定員、入学者数で算出

　　　　してください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。なお、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

　　　　報告年度（令和４年度）から起算した修業年限に相当する期間の入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学等のみ

　　　　記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

80

(　- 　) (　- 　)

1.01倍 0.98倍

(　　 　)

[ 　-　 ] [ 　-　 ] [ 　　　 ]

80 80

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

家政関係
年次

編入学定員 収容定員

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科の
分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員
備　考

学生募集の停
止について

4 80 0 320

1.01倍 1.01倍

　 　 ・　学生募集停止を予定している場合は、「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を選択すると
　　　　　ともに、「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。

Ｂ　 入学者数

(　　 　)
Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和４年度令和３年度平成３０年度 令和元年度 令和２年度

備　　考
平均入学定員

超 過 率

開設年度から
報告年度まで
の平均入学定
員超過率

1.05倍

80

(　- 　)

[ 　-　 ]

1.01倍

[ 　　　 ]
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

81 - 79 - 81 - 84 -

[　 -　] [　 -　] [　 -　] [　 -　] [　 -　] [　 -　] [　 -　] [　 -　]

（　-　） （　-　） （　-　） （　-　） （　-　） （　-　） （　-　） （　-　）

81 - 80 - 81 -

[　 -　] [　 -　] [　 -　] [　 -　] [　 -　] [　 -　]

（　-　） （　-　） （　-　） （　-　） （　-　） （　-　）

79 - 79 -

[　 -　] [　 -　] [　 -　] [　 -　]

（　-　） （　-　） （　-　） （　-　）

77 -

[　 -　] [　 -　]

（　-　） （　-　）

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

１年次

２年次

３年次

（　  -　　）

令和２年度

（　  -　　）

24081 160 321

[　  -  　] [　  -  　] [　  -  　][　  -  　]

４年次

令和４年度令和３年度

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

（　  -　　） （　  -　　）

平成３０年度 令和元年度

計

備　　　　　考
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

- 人 - 人 平成３０年度 - 人 - 人

平成３０年度 - 人 - 人

令和元年度 0 人 0 人

平成３０年度 - 人 0 人

令和元年度 0 人 0 人

令和２年度 0 人 0 人

平成３０年度 - 人 - 人

令和元年度 1 人 0 人
（記入例）
就学意欲の低下（5人）、他の教育機関への転学（2名）
[就職（1人）、除籍（2人）]

令和２年度 0 人 0 人

令和３年度 0 人 0 人

平成３０年度 - 人 - 人

令和元年度 2 人 0 人

令和２年度 1 人 0 人

令和３年度 0 人 0 人

令和４年度 0 人 0 人

4 人 4 人 0 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） -
平成３０年度の在学者数（ｂ） -

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 0
令和元年度の在学者数（ｂ） 81

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） 0
令和２年度の在学者数（ｂ） 160

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） 1
令和３年度の在学者数（ｂ） 240

【令和４年度】

令和４年度の退学者数（ａ） 3
令和４年度の在学者数（ｂ） 321

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

人令和２年度 160

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

平成３０年度

令和元年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

0人81 人

0

合　　計

人

令和３年度 240 人 1 人

人令和４年度 321 人 3

=

=

=

=

=

=

=

= = 0.93 ％

0.41 ％=

#VALUE! ％

0 ％

0 ％

4



【令和４年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1・2・3前・後 2 1 1・2・3前・後 2 1
1・2前 　 2 　 　 　 　 　 　 1 1・2前 　 2 　 　 　 　 　 　 1

1・2後 2 1 1・2後 2 1

1・2前 2 1 1・2前 2 1
1・2前 2 1 1・2前 2 1

1・2後 2 1 1・2後 2 1

1・2後 2 1 1・2後 2 1

- -

1・2前 2 1 1 1・2前 2 1
1・2前 2 1 1・2前 2 1
1・2前 2 1 1・2前 2 1
1・2前 2 1 1・2前 2 1

- -
1・2後 2 1 1・2後 2 1
1・2
前後

2 1 1・2前 2 1
1・2
前後

2 2 1・2前 2 1

1・2後 2 1 1・2後 2 1

1・2後 2 1 1・2前 2 1
1・2
前後

2 1 1・2
前後

2 1

- -

1・2前 2 1 1・2後 2 1

1・2前 2 1 1・2前 2 1

1・2前 2 1 1・2後 2 1

1・2後 2 1 1・2後 2 1

- -

1・2前 2 3 1・2
前後

2 4

1・2前 2 3 1・2
前後

2 4

- -

1前・後 2 1 1前・後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 6 1前 2 10

1後 2 6 1後 2 10

1前 2 9 1前 2 10

1後 2 9 1後 2 10

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 　 　 　 　 　 　 1 1前 2 　 　 　 　 　 　 1

２　授業科目の概要

＜健康栄養学部　管理栄養学科＞

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

（１）－① 授業科目表

【認可時又は届出時】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

近代沖縄文学 近代沖縄文学

現代沖縄文学 現代沖縄文学

現代沖縄学入門 現代沖縄学入門

共
　
通
　
科
　
目

沖縄の言語

共
　
通
　
科
　
目

沖縄の言語

沖縄の文化Ⅰ 沖縄の文化Ⅰ

沖縄の文化Ⅱ 沖縄の文化Ⅱ

沖縄の地理 沖縄の地理

福祉コミュニティ入門 ソーシャルインクルージョン入門

ジャーナリズム論 ジャーナリズム論

小計（総合４科目） 小計（総合４科目）

小計（沖縄関係７科目） 小計（沖縄関係７科目）

沖縄大学論 沖縄大学論

ユニバーサル社会入門 ユニバーサル社会入門（未開講）

政治学入門 政治学入門

法学入門 法学入門

日本国憲法 日本国憲法

心理学入門 心理学入門

青年期のこころの発達 青年期のこころの発達

文化人類学入門 文化人類学入門

統計学 統計学

統計解析入門 統計解析入門（未開講）

小計（自然環境４科目） 小計（自然環境４科目）

小計（人間社会６科目） 小計（人間社会６科目）

環境と社会 環境と社会

地域環境計画 地域環境計画

日本語のシステムⅠ 日本語のシステムⅠ

日本語のシステムⅡ 日本語のシステムⅡ（未開講）

Oral EnglishⅠ Oral EnglishⅠ

健康運動演習a 健康運動演習a

健康運動演習b 健康運動演習b

小計（健康関連２科目） 小計（健康関連２科目）

日本語ⅠA 日本語ⅠA

日本語ⅡA 日本語ⅡA

日本語ⅠB 日本語ⅠB

Oral EnglishⅡ Oral EnglishⅡ

Basic EnglishⅠ Basic EnglishⅠ

Basic EnglishⅡ Basic EnglishⅡ

5



【令和４年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 2 1 1後 2 1

- -

1前 2 6 1前･後 2 7

1・2後 2 　 　 　 　 　 　 5
1・2

前・後
2 　 　 　 　 　 　 4

1・2前 2 　 　 　 　 　 　 1 1・2前 2 　 　 　 　 　 　 1

1・2後 2 　 　 　 　 　 　 1 1・2後 2 　 　 　 　 　 　 1

－ 　 　 　 　 　 　 　 　 － 　 　 　 　 　 　 　 　

1前･後 2 1 1前･後 2 1

2後 2 1 2前 2 1

3前 　 2 　 　 　 　 　 　 1 2後 　 2 　 　 　 　 　 　 1

－ 　 　 　 　 　 　 　 　 － 　 　 　 　 　 　 　 　

1前 2 　 　 4 4 2 　 　 1前 2 　 　 4 4 2 　 　

1後 2 　 　 4 4 2 　 　 1後 2 　 　 4 4 2 　 　

－ 　 　 　 　 　 　 　 　 － 　 　 　 　 　 　 　 　

2前 2 4 4 2 2前 2 4 4 2

2後 2 4 4 2 2後 2 4 4 2

3前 2 4 4 2 3前 2 4 4 2

3後 2 4 4 2 3後 2 4 4 2

－ －

2前 2 2 1 2前 2 2 1

2後 2 　 　 1 2 　 　 　 2後 2 　 　 1 2 　 　 　

3前 2 　 　 2 2 　 　 　 3前 2 　 　 2 2 　 　 　

－ 　 　 　 　 　 　 　 　 － 　 　 　 　 　 　 　 　

1前 2 　 　 1 　 　 　 　 1前 2 　 　 1 　 　 　 　

1後 1 　 　 1 　 　 　 　 1後 1 　 　 1 　 　 　 1

1前 2 　 　 1 　 　 　 1前 2 　 　 1 　 　 　

2前 2 1 2前 2 1

2前 1 　 　 1 　 　 　 　 2前 1 　 　 1 　 　 　 1

－ 　 　 　 　 　 　 　 　 － 　 　 　 　 　 　 　 　

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1 1

2前 1 1 1 2前 1 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 1 1 1 1後 1 1 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 1 1 1 2後 1 1 1

2後 2 1 2後 2 1

－ －

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

【認可時又は届出時】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

プレゼンテーション演習 プレゼンテーション演習

情報倫理 情報倫理

小計（情報処理関連４科目） 小計（情報処理関連４科目）

共
　
通
　
科
　
目

日本語ⅡB

共
　
通
　
科
　
目

日本語ⅡB

小計（言語関連１０科目） 小計（言語関連１０科目）

情報リテラシーⅠ 情報リテラシーⅠ

情報リテラシーⅡ 情報リテラシーⅡ

小計(ｷｬﾘｱ形成資格対策３科目) 小計(ｷｬﾘｱ形成資格対策３科目)

問題発見演習Ⅰ 問題発見演習Ⅰ

問題発見演習Ⅱ 問題発見演習Ⅱ

キャリアデザイン入門 キャリアデザイン入門

キャリア開発論 キャリア開発論

キャリア選択論 キャリア選択論

専門演習b 専門演習b

小計(専攻専門演習科目４科目) 小計(専攻専門演習科目４科目)

生命倫理 生命倫理

小計（問題発見演習２科目） 小計（問題発見演習２科目）

生化学実験 生化学実験

公衆衛生学Ⅱ 公衆衛生学Ⅱ

公衆衛生学実験 公衆衛生学実験

小計(社会･環境と健康５科目) 小計(社会･環境と健康５科目)

臨床病態学Ⅰ 臨床病態学Ⅰ

専
　
門
　
科
　
目

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ 基礎演習Ⅱ

専門演習a 専門演習a

健康管理学概論 健康管理学概論

健康管理学実習 健康管理学実習

公衆衛生学Ⅰ 公衆衛生学Ⅰ

沖縄の食文化論 沖縄の食文化論

臨床病態学Ⅱ 臨床病態学Ⅱ

臨床病態学実習 臨床病態学実習

解剖生理学Ⅰ 解剖生理学Ⅰ

解剖生理学Ⅱ 解剖生理学Ⅱ

解剖生理学実験 解剖生理学実験

臨床検査学概論 臨床検査学概論

小計(人体の構造と機能及び
疾病の成り立ち１０科目)

小計(人体の構造と機能及び
疾病の成り立ち１０科目)

専
　
門
　
科
　
目

基礎演習Ⅰ

沖縄の食の機能性研究論 沖縄の食の機能性研究論

小計（基幹科目３科目） 小計（基幹科目３科目）

生化学Ⅰ 生化学Ⅰ

生化学Ⅱ 生化学Ⅱ

6



【令和４年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 1 1前 2 1

1前 1 1 1 1 1前 1 1 1 1

1後 2 1後 2 1

1後 1 1 1 1 1後 1 1 1 1

2前 2 1 2前 2 1 兼1

2後 1 1 1 1 2後 1 1 1 1 兼1

1後 2 1 1後 2 1

1後 1 1 1 1後 1 1 1

3前 1 2 1 1 3前 1 1 1 1

－ －

1前 2 1 1前 2 1

2後 1 1 1 2後 1 1 1

－ －

2後 2 1 2後 2 1

2後 1 1 1 1 2後 1 1 1 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 1 1 1 1 3前 1 1 1 1

3後 2 兼1 3後 2 兼1

－ －

2前 2 1 3前 2 1

2後 2 1 2後 2 1 1

2後 1 1 1 2後 1 1 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 1 1 1 3前 1 1 1

－ －

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 兼1 3前 2 1 兼1

3前 1 1 1 3前 1 1 1

3後 2 1 兼1 3後 2 1 兼1

3後 1 1 1 3後 1 1 1

3後 2 1 3 1 3後 2 1 2 1

－ －

2後 2 1 2後 2 1

3後 2 1 兼2 3後 2 1 兼2

3後 1 1 1 兼2 3後 1 1 1 兼2

－ －

3前 2 1 3前 2 1

3前 1 1 1 3前 1 1 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 1 1 1 3後 1 1 1

－ －

【認可時又は届出時】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専
　
門
　
科
　
目

食品学総論

専
　
門
　
科
　
目

食品学総論

食品学総論実験 食品学総論実験

食品学各論 食品学各論

食品学各論実験

兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

調理学実習Ⅰ 調理学実習Ⅰ

調理学実習Ⅱ 調理学実習Ⅱ

小計(食べ物と健康９科目) 小計(食べ物と健康９科目)

食品学各論実験

食品衛生学 食品衛生学

食品衛生学実験 食品衛生学実験

調理学 調理学

応用栄養学Ⅰ 応用栄養学Ⅰ

応用栄養学実習Ⅰ 応用栄養学実習Ⅰ

応用栄養学Ⅱ 応用栄養学Ⅱ

基礎栄養学 基礎栄養学

基礎栄養学実験 基礎栄養学実験

小計(基礎栄養学２科目) 小計(基礎栄養学２科目)

栄養管理学概論 栄養教育各論Ⅰ

栄養教育総論 栄養教育総論

栄養教育総論実習 栄養教育総論実習

応用栄養学実習Ⅱ 応用栄養学実習Ⅱ

健康スポーツ栄養論 健康スポーツ栄養論

小計(応用栄養学５科目) 小計(応用栄養学５科目)

臨床栄養学総論 臨床栄養学総論

臨床栄養学各論Ⅰ 臨床栄養学各論Ⅰ

臨床栄養学実習Ⅰ 臨床栄養学実習Ⅰ

栄養教育各論 栄養教育各論Ⅱ

栄養教育各論実習 栄養教育各論実習

小計(栄養教育論５科目) 小計(栄養教育論５科目)

小計(臨床栄養学６科目) 小計(臨床栄養学６科目)

公衆栄養学Ⅰ 公衆栄養学Ⅰ

公衆栄養学Ⅱ 公衆栄養学Ⅱ

臨床栄養学各論Ⅱ 臨床栄養学各論Ⅱ

臨床栄養学実習Ⅱ 臨床栄養学実習Ⅱ

臨床栄養学各論Ⅲ 臨床栄養学各論Ⅲ

給食経営管理実習Ⅰ 給食経営管理実習Ⅰ

給食経営管理論Ⅱ 給食経営管理論Ⅱ

給食経営管理実習Ⅱ 給食経営管理実習Ⅱ

公衆栄養学実習 公衆栄養学実習

小計(公衆栄養学３科目) 小計(公衆栄養学３科目)

給食経営管理論Ⅰ 給食経営管理論Ⅰ

小計(給食経営管理論４科目） 小計(給食経営管理論４科目）

7



【令和４年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

4前 1 5 4 2 1 4前 1 5 4 2 1

4後 1 5 4 2 1 4後 1 5 4 2 1

－ －

4前 1 1 4前 1 1

4前 1 1 4前 1 1

4前 1 1 4前 1 1

4前 3 1 4前 3 1

4前 3 1 4前 3 1

4前 3 1 4前 3 1

4前 3 1 4前 3 1

－ －

4前 2 5 3 2 4前 2 5 3 2

4後 2 5 3 2 4後 2 5 3 2

－ －

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

2後 2 兼1 -

1後 2 兼1 2後 2 兼1

2前 2 兼1 1後 2 兼1

2･3
前

2 兼1 2前 2 兼1

2･3
前

2 兼1
2･3
前

2 兼1

2･3
後

2 兼1
2･3
前

2 兼1

2･3･4
後

2 兼1
2･3･4
後

2 兼1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

3前 2 兼1 3前 2 兼1

2･3
後

2 兼1
2･3
前

2 兼1

3前 2 兼1 3後 2 兼1

2後 2 兼1 2前 2 兼1

2･3
前

2 兼1
2･3
後

2 兼1

2･3
後

2 兼1
2･3
後

2 兼1

4通 2 1 4通 1 1

4前 2 1 4前 1 1

4後 2 1 4後 2 1

－ －

- 　 　 　 　 　 　 　 　 - 　 　 　 　 　 　 　 　

【認可時又は届出時】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専
　
門
　
科
　
目

栄養総合演習Ⅰ

専
　
門
　
科
　
目

栄養総合演習Ⅰ

栄養総合演習Ⅱ

臨地実習Ⅲ・公衆栄養実習 臨地実習Ⅲ・公衆栄養実習

臨地実習Ⅱa・臨床栄養臨
地実習Ⅱa

臨地実習Ⅱa・臨床栄養臨
地実習Ⅱa

臨地実習Ⅱb・臨床栄養臨
地実習Ⅱb

臨地実習Ⅱb・臨床栄養臨
地実習Ⅱb

栄養総合演習Ⅱ

小計（２科目） 小計（２科目）

臨地実習Ⅰ・学校給食の管
理運営

臨地実習Ⅰ・学校給食の管
理運営

臨地実習Ⅱ・病院給食の管
理運営

臨地実習Ⅱ・病院給食の管
理運営

卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅰ

卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ

小計(卒業研究２科目) 小計(卒業研究２科目)

臨地実習Ⅲa・公衆栄養臨
地実習Ⅲa

臨地実習Ⅲa・公衆栄養臨
地実習Ⅲa

臨地実習Ⅲb・公衆栄養臨
地実習Ⅲb

臨地実習Ⅲb・公衆栄養臨
地実習Ⅲb

小計(臨地実習７科目) 小計(臨地実習７科目)

発達と教育の心理学

特別支援教育概論 特別支援教育概論

教育課程論 教育課程論

教育の歴史と思想

教職入門セミナー 教職論

教育制度論 教職入門セミナー

発達心理学 教育制度論

教職論

教
職
科
目

教育方法論 教育方法論

生徒指導論 生徒指導論

教育相談の理論と方法 教育相談の理論と方法

道徳教育の理論と方法 道徳教育の理論と方法

特別活動の理論と方法 特別活動の理論と方法

総合的な学習の時間の指導法 総合的な学習の時間の指導法

小計(栄養教諭養成科目19科目) 小計(栄養教諭養成科目16科目)

合計（１２８科目） 合計（１２７科目）

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

栄養教育実習指導 栄養教育実習指導

栄養教育実習 栄養教育実習

教職実践演習（栄養） 教職実践演習（栄養）

教
職
科
目

栄養教諭論 栄

養

教

諭

関

連

科

目

栄養教諭論

食育実践論 食育実践論

教育の歴史と思想 小計（２科目）

教育心理学

　必修科目112単位、共通科目の選択科目から8単位（健康関連から2単位及び沖
縄関連から4単位を含む）、臨地実習の選択科目から4単位（臨地実習Ⅰ(1単位)又
は臨地実習Ⅱ(1単位)を含む）の計124単位以上を修得すること。
　履修科目の登録の上限は40単位とする。ただし、前年度GPAが2.5以上の場合は
48単位とする。

　必修科目112単位、共通科目の選択科目から8単位（健康関連から2単位及び沖
縄関連から4単位を含む）、臨地実習の選択科目から4単位（臨地実習Ⅰ(1単位)又
は臨地実習Ⅱ(1単位)を含む）の計124単位以上を修得すること。
　履修科目の登録の上限は40単位とする。ただし、前年度GPAが2.5以上の場合は
48単位とする。

8



【令和元年度】 【令和２年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1・2・3前・後 2 1 1・2・3前・後 2 1

1・2前 　 2 　 　 　 　 　 　 1 1・2前 　 2 　 　 　 　 　 　 1

1・2後 2 1 1・2後 2 1

1・2前 2 1 1・2前 2 1

1・2前 2 1 1・2前 2 1

1・2後 2 1 1・2後 2 1

1・2後 2 1 1・2後 2 1

- -

1・2後 2 1 1・2後 2 1

1・2前 2 1 1・2前 2 1

1・2前 2 1 1・2前 2 1

1・2前 2 1 1・2前 2 1

- -

1・2後 2 1 1・2後 2 1
1・2
前後

2 1 1・2
前後

2 1
1・2
前後

2 1 1・2
前後

2 1

1・2後 2 1 1・2後 2 1

1・2前 2 1 1・2後 2 1
1・2
前後

2 1 1・2
前後

2 1

- -

1・2後 2 1 1・2後 2 1

1・2前 2 1 1・2前 2 1

1・2前 2 1 1・2前 2 1

1・2後 2 1 1・2後 2 1

- -
1・2
前後

2 3 1・2
前後

2 4
1・2
前後

2 4 1・2
前後

2 4

- -

1前・後 2 1 1前・後 2 1

1後 2 1 1前 2 1

1前 2 10 1前 2 10

1後 2 10 1後 2 10

1前 2 13 1前 2 11

1後 2 13 1後 2 11

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 　 　 　 　 　 　 1 1前 2 　 　 　 　 　 　 1

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

沖縄大学論 沖縄大学論

ユニバーサル社会入門（未開講） ユニバーサル社会入門

福祉コミュニティ入門 福祉コミュニティ入門

法学入門 法学入門

日本国憲法 日本国憲法

共
　
通
　
科
　
目

沖縄の言語

沖縄の文化Ⅰ 沖縄の文化Ⅰ

現代沖縄文学 現代沖縄文学

現代沖縄学入門 現代沖縄学入門

小計（沖縄関係７科目） 小計（沖縄関係７科目）

沖縄の文化Ⅱ 沖縄の文化Ⅱ

沖縄の地理 沖縄の地理

小計（人間社会６科目） 小計（人間社会６科目）

青年期のこころの発達 青年期のこころの発達

文化人類学入門 文化人類学入門

政治学入門 政治学入門

統計解析入門 統計解析入門

小計（自然環境４科目） 小計（自然環境４科目）

健康運動演習a 健康運動演習a

環境と社会 環境と社会(未開講)

地域環境計画（未開講） 地域環境計画

統計学 統計学

日本語のシステムⅡ 日本語のシステムⅡ

Oral EnglishⅠ Oral EnglishⅠ

Oral EnglishⅡ Oral EnglishⅡ

健康運動演習b 健康運動演習b

小計（健康関連２科目） 小計（健康関連２科目）

日本語のシステムⅠ 日本語のシステムⅠ

Basic EnglishⅠ Basic EnglishⅠ

Basic EnglishⅡ Basic EnglishⅡ

日本語ⅠA 日本語ⅠA

共
　
通
　
科
　
目

沖縄の言語

近代沖縄文学 近代沖縄文学

ジャーナリズム論 ジャーナリズム論

小計（総合４科目） 小計（総合４科目）

心理学入門 心理学入門（未開講）

日本語ⅡA 日本語ⅡA

日本語ⅠB 日本語ⅠB
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【令和元年度】 【令和２年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 2 1 1後 2 1

- -

1前・後 2 7 1前・後 2 6

1・2
前後

2 　 　 　 　 　 　 6
1・2
前後

2 　 　 　 　 　 　 5

1・2前 2 　 　 　 　 　 　 1 1・2前 2 　 　 　 　 　 　 1

1・2後 2 　 　 　 　 　 　 1 1・2後 2 　 　 　 　 　 　 1

－ 　 　 　 　 　 　 　 　 － 　 　 　 　 　 　 　 　

1前･後 2 1 1前･後 2 1

2後 2 1 2前 2 1

3前 　 2 　 　 　 　 　 　 1 3後 　 2 　 　 　 　 　 　 1

－ 　 　 　 　 　 　 　 　 － 　 　 　 　 　 　 　 　

1前 2 　 　 4 4 2 　 　 1前 2 　 　 4 4 2 　 　

1後 2 　 　 4 4 2 　 　 1後 2 　 　 4 4 2 　 　

－ 　 　 　 　 　 　 　 　 － 　 　 　 　 　 　 　 　

2前 2 4 4 2 2前 2 4 4 2

2後 2 4 4 2 2後 2 4 4 2

3前 2 4 4 2 3前 2 4 4 2

3後 2 4 4 2 3後 2 4 4 2

－ －

2前 2 2 1 2前 2 2 1

2後 2 　 　 1 2 　 　 　 2後 2 　 　 1 2 　 　 　

3前 2 　 　 2 2 　 　 　 3前 2 　 　 2 2 　 　 　

－ 　 　 　 　 　 　 　 　 － 　 　 　 　 　 　 　 　

1前 2 　 　 1 　 　 　 　 1前 2 　 　 1 　 　 　 　

1後 1 　 　 1 　 　 　 1 1後 1 　 　 1 　 　 　 1

1前 2 　 　 1 　 　 　 1前 2 　 　 1 　 　 　

2前 2 1 2前 2 1

2前 1 　 　 1 　 　 　 1 2前 1 　 　 1 　 　 　 1

－ 　 　 　 　 　 　 　 　 － 　 　 　 　 　 　 　 　

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 1 2前 2 1 1

2前 1 2 1 2前 1 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 1 1 1 1後 1 1 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 1 1 1 2後 1 1 1

2後 2 1 2後 2 1

－ 　 　 　 　 　 　 　 　 － 　 　 　 　 　 　 　 　

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

プレゼンテーション演習 プレゼンテーション演習

情報倫理 情報倫理

小計（情報処理関連４科目） 小計（情報処理関連４科目）

共
　
通
　
科
　
目

日本語ⅡB

共
　
通
　
科
　
目

日本語ⅡB

小計（言語関連１０科目） 小計（言語関連１０科目）

情報リテラシーⅠ 情報リテラシーⅠ

情報リテラシーⅡ 情報リテラシーⅡ

小計(ｷｬﾘｱ形成資格対策３科目) 小計(ｷｬﾘｱ形成資格対策３科目)

問題発見演習Ⅰ 問題発見演習Ⅰ

問題発見演習Ⅱ 問題発見演習Ⅱ

キャリアデザイン入門 キャリアデザイン入門

キャリア開発論 キャリア開発論

キャリア選択論 キャリア選択論

小計（問題発見演習２科目） 小計（問題発見演習２科目）

専
　
門
　
科
　
目

基礎演習Ⅰ

専
　
門
　
科
　
目

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ 基礎演習Ⅱ

専門演習a 専門演習a

沖縄の食文化論 沖縄の食文化論

沖縄の食の機能性研究論 沖縄の食の機能性研究論

小計（基幹科目３科目） 小計（基幹科目３科目）

専門演習b 専門演習b

小計(専攻専門演習科目４科目) 小計(専攻専門演習科目４科目)

生命倫理 生命倫理

公衆衛生学Ⅱ 公衆衛生学Ⅱ

公衆衛生学実験 公衆衛生学実験

小計(社会･環境と健康５科目) 小計(社会･環境と健康５科目)

健康管理学概論 健康管理学概論

健康管理学実習 健康管理学実習

公衆衛生学Ⅰ 公衆衛生学Ⅰ

解剖生理学Ⅰ 解剖生理学Ⅰ

解剖生理学Ⅱ 解剖生理学Ⅱ

解剖生理学実験 解剖生理学実験

生化学Ⅰ 生化学Ⅰ

生化学Ⅱ 生化学Ⅱ

生化学実験 生化学実験

臨床病態学Ⅰ 臨床病態学Ⅰ

臨床病態学Ⅱ 臨床病態学Ⅱ

臨床病態学実習 臨床病態学実習

臨床検査学概論 臨床検査学概論

小計(人体の構造と機能及び
疾病の成り立ち１０科目)

小計(人体の構造と機能及び
疾病の成り立ち１０科目)
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【令和元年度】 【令和２年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 1 1前 2 1

1前 1 1 1 1 1前 1 1 1 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 1 1 1 1 1後 1 1 1 1

2前 2 1 1 2前 2 1 1

2後 1 1 1 1 1 2後 1 1 1 1 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 1 1 1 1後 1 1 1

3前 1 1 1 1 3前 1 1 1 1

－ －

1前 2 1 1前 2 1

2後 1 1 1 2後 1 1 1

－ －

2後 2 1 2後 2 1

2後 1 1 1 1 2後 1 1 1 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 1 1 1 1 3前 1 1 1 1

3後 2 兼1 3後 2 兼1

－ －

2前 2 1 3前 2 1

2後 2 1 1 2後 2 1 1

2後 1 1 1 2後 1 1 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 1 1 1 3前 1 1 1

－ －

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 兼1 3前 2 1 兼1

3前 1 1 1 3前 1 1 1

3後 2 1 兼1 3後 2 1 兼1

3後 1 1 1 3後 1 1 1

3後 2 1 2 1 3後 2 1 2 1

－ －

2後 2 1 2後 2 1

3後 2 1 兼2 3後 2 1 兼2

3後 1 1 1 兼2 3後 1 1 1 兼2

－ －

3前 2 1 3前 2 1

3前 1 1 1 3前 1 1 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 1 1 1 3後 1 1 1

－ －

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

調理学実習Ⅰ 調理学実習Ⅰ

調理学実習Ⅱ 調理学実習Ⅱ

小計(食べ物と健康９科目) 小計(食べ物と健康９科目)

食品衛生学 食品衛生学

食品衛生学実験 食品衛生学実験

調理学 調理学

専
　
門
　
科
　
目

食品学総論

食品学総論実験 食品学総論実験

食品学各論 食品学各論

食品学各論実験 食品学各論実験

応用栄養学Ⅰ 応用栄養学Ⅰ

応用栄養学実習Ⅰ 応用栄養学実習Ⅰ

応用栄養学Ⅱ 応用栄養学Ⅱ

基礎栄養学 基礎栄養学

基礎栄養学実験 基礎栄養学実験

小計(基礎栄養学２科目) 小計(基礎栄養学２科目)

栄養教育各論Ⅰ 栄養教育各論Ⅰ

栄養教育総論 栄養教育総論

栄養教育総論実習 栄養教育総論実習

応用栄養学実習Ⅱ 応用栄養学実習Ⅱ

健康スポーツ栄養論 健康スポーツ栄養論

小計(応用栄養学５科目) 小計(応用栄養学５科目)

臨床栄養学総論 臨床栄養学総論

臨床栄養学各論Ⅰ 臨床栄養学各論Ⅰ

臨床栄養学実習Ⅰ 臨床栄養学実習Ⅰ

栄養教育各論Ⅱ 栄養教育各論Ⅱ

栄養教育各論実習 栄養教育各論実習

小計(栄養教育論５科目) 小計(栄養教育論５科目)

小計(臨床栄養学６科目) 小計(臨床栄養学６科目)

公衆栄養学Ⅰ 公衆栄養学Ⅰ

公衆栄養学Ⅱ 公衆栄養学Ⅱ

臨床栄養学各論Ⅱ 臨床栄養学各論Ⅱ

臨床栄養学実習Ⅱ 臨床栄養学実習Ⅱ

臨床栄養学各論Ⅲ 臨床栄養学各論Ⅲ

小計(給食経営管理論４科目） 小計(給食経営管理論４科目）

専
　
門
　
科
　
目

食品学総論

給食経営管理実習Ⅰ 給食経営管理実習Ⅰ

給食経営管理論Ⅱ 給食経営管理論Ⅱ

給食経営管理実習Ⅱ 給食経営管理実習Ⅱ

公衆栄養学実習 公衆栄養学実習

小計(公衆栄養学３科目) 小計(公衆栄養学３科目)

給食経営管理論Ⅰ 給食経営管理論Ⅰ
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【令和元年度】 【令和２年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

4前 1 5 4 2 1 4前 1 5 4 2 1

4後 1 5 4 2 1 4後 1 5 4 2 1

－ －

4前 1 1 4前 1 1

4前 1 1 4前 1 1

4前 1 1 4前 1 1

4前 3 1 4前 3 1

4前 3 1 4前 3 1

4前 3 1 4前 3 1

4前 3 1 4前 3 1

－ －

4前 2 5 3 2 4前 2 5 3 2

4後 2 5 3 2 4後 2 5 3 2

－ －

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

2後 2 兼1 －

1後 2 兼1 2後 2 兼1

2前 2 兼1 1後 2 兼1

2･3
前

2 兼1 2前 2 兼1

2･3
前

2 兼1
2･3
前

2 兼1

2･3
後

2 兼1
2･3
前

2 兼1

2･3･4
後

2 兼1
2･3
後

2 兼1

2前 2 兼1
2･3･4
後

2 兼1

3前 2 兼1 2前 2 兼1

2･3
後

2 兼1 3前 2 兼1

3前 2 兼1
2･3
後

2 兼1

2後 2 兼1 3前 2 兼1

2･3
前

2 兼1 2後 2 兼1

2･3
後

2 兼1
2･3
前

2 兼1

4通 2 1
2･3
後

2 兼1

4前 2 1 4通 2 1

4後 2 1 4前 2 1

－ 4後 2 1
- 　 　 　 　 　 　 　 　 －

- 　 　 　 　 　 　 　 　

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専
　
門
　
科
　
目

栄養総合演習Ⅰ

専
　
門
　
科
　
目

栄養総合演習Ⅰ

栄養総合演習Ⅱ 栄養総合演習Ⅱ

臨地実習Ⅲ・公衆栄養実習 臨地実習Ⅲ・公衆栄養実習

臨地実習Ⅱa・臨床栄養臨
地実習Ⅱa

臨地実習Ⅱa・臨床栄養臨
地実習Ⅱa

臨地実習Ⅱb・臨床栄養臨
地実習Ⅱb

臨地実習Ⅱb・臨床栄養臨
地実習Ⅱb

小計（２科目） 小計（２科目）

臨地実習Ⅰ・学校給食の管
理運営

臨地実習Ⅰ・学校給食の管
理運営

臨地実習Ⅱ・病院給食の管
理運営

臨地実習Ⅱ・病院給食の管
理運営

卒業研究Ⅰ 卒業研究Ⅰ

卒業研究Ⅱ 卒業研究Ⅱ

小計(卒業研究２科目) 小計(卒業研究２科目)

臨地実習Ⅲa・公衆栄養臨
地実習Ⅲa

臨地実習Ⅲa・公衆栄養臨
地実習Ⅲa

臨地実習Ⅲb・公衆栄養臨
地実習Ⅲb

臨地実習Ⅲb・公衆栄養臨
地実習Ⅲb

小計(臨地実習７科目) 小計(臨地実習７科目)

特別支援教育概論 教育心理学

教育課程論 特別支援教育概論

教職入門セミナー 教職論

教育制度論 教職入門セミナー

発達心理学 教育制度論

教
職
科
目

教育の歴史と思想

教育方法論 総合的な学習の時間の指導法

生徒指導論 教育方法論

教育相談の理論と方法 生徒指導論

道徳教育の理論と方法 教育課程論

特別活動の理論と方法 道徳教育の理論と方法

総合的な学習の時間の指導法 特別活動の理論と方法

小計(栄養教諭養成科目19科目) 教職実践演習（栄養）

合計（１２８科目） 小計(栄養教諭養成科目17科目)

卒業要件及び履修方法 合計（128科目）

栄養教育実習指導 教育相談の理論と方法

栄養教育実習 栄養教育実習指導

教職実践演習（栄養） 栄養教育実習

教
職
科
目

栄養教諭論 栄養教諭論

食育実践論 食育実践論

教育の歴史と思想 小計(栄養免許関連２科目)

教職論

教育心理学 発達心理学

　必修科目112単位、共通科目の選択科目から8単位（健康関連から2単位及び沖
縄関連から4単位を含む）、臨地実習の選択科目から4単位（臨地実習Ⅰ(1単位)又
は臨地実習Ⅱ(1単位)を含む）の計124単位以上を修得すること。
　履修科目の登録の上限は40単位とする。ただし、前年度GPAが2.5以上の場合は
48単位とする。

卒業要件及び履修方法

　必修科目112単位、共通科目の選択科目から8単位（健康関連から2単位及び沖
縄関連から4単位を含む）、臨地実習の選択科目から4単位（臨地実習Ⅰ(1単位)又
は臨地実習Ⅱ(1単位)を含む）の計124単位以上を修得すること。
　履修科目の登録の上限は40単位とする。ただし、前年度GPAが2.5以上の場合は
48単位とする。
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【令和３年度】 【令和３年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

 1･2前後 2 1 1後 2 1

1･2前 　 2 　 　 　 　 　 　 1 -

1･2後 2 1 1前後 2 6

1･2前 2 1 1･2
前後

2 　 　 　 　 　 　 5

1･2前 2 1 1･2前 2 　 　 　 　 　 　 1

1･2後 2 1 1･2後 2 　 　 　 　 　 　 1

1･2後 2 1 － 　 　 　 　 　 　 　 　

- 1前･後 2 1

1･2前 2 1 2前 2 1

1･2前 2 1 2後 　 2 　 　 　 　 　 　 1

1･2前 2 1 － 　 　 　 　 　 　 　 　

1･2前 2 1 1前 2 　 　 4 4 2 　 　

- 1後 2 　 　 4 4 2 　 　

1･2後 2 1 － 　 　 　 　 　 　 　 　

 1･2前 2 1 2前 2 4 4 2

1･2 前 2 1 2後 2 4 4 2

1･2後 2 1 3前 2 4 4 2

1･2後 2 1 3後 2 4 4 2

1･2
前後

2 1 －

- 2前 2 2 1

1･2後 2 1 2後 2 　 　 1 2 　 　 　

1･2･前 2 1 3前 2 　 　 2 2 　 　 　

1･2後 2 1 － 　 　 　 　 　 　 　 　

1･2後 2 1 1前 2 　 　 1 　 　 　 　

- 1後 1 　 　 1 　 　 　 1
1･2
前後

2 4 1前 2 　 　 1 　 　 　
1･2
前後

2 4 2前 2 1

- 2前 1 　 　 1 　 　 　 1

1前後 2 1 － 　 　 　 　 　 　 　 　

1前 2 1 1後 2 1

1前 2 10 2前 2 1 1

1後 2 10 2前 1 2 1

1前 2 11 1前 2 1

1後 2 11 1後 2 1

1前 2 1 1後 1 1 1

1後 2 1 2前 2 1

1前 2 　 　 　 　 　 　 1 2後 2 1

2後 1 1 1

2後 2 1

－ 　 　 　 　 　 　 　 　

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

共
　
通
　
科
　
目

沖縄の言語

共
　
通
　
科
　
目

日本語ⅡB

沖縄の文化Ⅰ

現代沖縄文学 情報倫理

現代沖縄学入門 小計（情報処理関連４科目）

小計（沖縄関係７科目） キャリアデザイン入門

小計（言語関連１０科目）

沖縄の文化Ⅱ 情報リテラシーⅠ

沖縄の地理 情報リテラシーⅡ

近代沖縄文学 プレゼンテーション演習

ジャーナリズム論 問題発見演習Ⅰ

小計（総合４科目） 問題発見演習Ⅱ

心理学入門 小計（問題発見演習２科目）

沖縄大学論 キャリア開発論
ユニバーサル社会入門
(未開講)

キャリア選択論
ソーシャルインクルー
ジョン入門

小計(ｷｬﾘｱ形成資格対策３科目)

青年期のこころの発達

専
　
門
　
科
　
目

基礎演習Ⅰ

文化人類学入門 基礎演習Ⅱ

政治学入門 専門演習a

法学入門 専門演習b

日本国憲法

統計学 小計（基幹科目３科目）

統計解析入門(未開講) 健康管理学概論

小計（自然環境４科目） 健康管理学実習

小計(専攻専門演習科目４科目)

小計（人間社会６科目） 生命倫理

環境と社会 沖縄の食文化論

地域環境計画 沖縄の食の機能性研究論

日本語のシステムⅠ 小計(社会･環境と健康５科目)

日本語のシステムⅡ(未開講) 生化学Ⅰ

Oral EnglishⅠ 生化学Ⅱ

健康運動演習a 公衆衛生学Ⅰ

健康運動演習b 公衆衛生学Ⅱ

小計（健康関連２科目） 公衆衛生学実験

日本語ⅠA 解剖生理学実験

日本語ⅡA 臨床病態学Ⅰ

日本語ⅠB 臨床病態学Ⅱ

Oral EnglishⅡ 生化学実験

Basic EnglishⅠ 解剖生理学Ⅰ

Basic EnglishⅡ 解剖生理学Ⅱ

臨床病態学実習

臨床検査学概論

小計(人体の構造と機能及び
疾病の成り立ち１０科目)
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【令和３年度】 【令和３年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 1 4前 1 5 4 2 1

1前 1 1 1 1 4後 1 5 4 2 1

1後 2 1 －

1後 1 1 1 1 4前 1 1

2前 2 1 1 4前 1 1

2後 1 1 1 1 1 4前 1 1

1後 2 1 4前 3 1

1後 1 1 1 4前 3 1

3前 1 1 1 1 4前 3 1

－ 4前 3 1

1前 2 1 －

2後 1 1 1 4前 2 5 3 2

－ 4後 2 5 3 2

2後 2 1 －

2後 1 1 1 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 1 1 1 1 －

3後 2 兼1 2後 2 兼1

－ 1後 2 兼1

3前 2 1 1 2前 2 兼1

2後 2 1 1
2･3
前

2 兼1

2後 1 1 1
2･3
前

2 兼2

3前 2 1
2･3･4
後

2 兼1

3前 1 1 1 2前 2 兼1

－ 3前 2 兼1

3前 2 1
2･3
後

2 兼1

3前 2 1 兼1 3前 2 兼1

3前 1 1 1 2後 2 兼1

3後 2 1 兼1
2･3
前

2 兼1

3後 1 1 1
2･3
後

2 兼1

3後 2 1 2 1 4通 2 1

－ 4前 2 1

2後 2 1 4後 2 1

3後 2 1 兼2 －

3後 1 1 1 兼2 - 　 　 　 　 　 　 　 　

－

3前 2 1

3前 1 1 1

3後 2 1

3後 1 1 1

－

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。
　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

　　　　黒字で記入してください。その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。
　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。
　　　・　不要な年度（令和２年度開設であれば令和元年度）の表は適宜削除してください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）
　　　・　専門職大学等の場合、「実験、実習又は実技による授業科目」には「【※】」、「臨地実務実習」による授業科目には「【臨】」、
　　　　　「連携実務演習」による授業科目には「【連】」を授業科目の名称の右側に記入してください。

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専
　
門
　
科
　
目

食品学総論

専
　
門
　
科
　
目

栄養総合演習Ⅰ

食品学総論実験

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

栄養総合演習Ⅱ

食品学各論 小計（２科目）

食品学各論実験
臨地実習Ⅰ・学校給食の管
理運営

食品衛生学
臨地実習Ⅱ・病院給食の管
理運営

授業科目の名称

配
当
年
次

調理学実習Ⅱ
臨地実習Ⅲa・公衆栄養臨
地実習Ⅲa

小計(食べ物と健康９科目)
臨地実習Ⅲb・公衆栄養臨
地実習Ⅲb

基礎栄養学 小計(臨地実習７科目)

食品衛生学実験 臨地実習Ⅲ・公衆栄養実習

調理学
臨地実習Ⅱa・臨床栄養臨
地実習Ⅱa

調理学実習Ⅰ
臨地実習Ⅱb・臨床栄養臨
地実習Ⅱb

応用栄養学実習Ⅰ 栄
養
教
諭

関
連
科
目

栄養教諭論

応用栄養学Ⅱ 食育実践論

応用栄養学実習Ⅱ 小計(２科目)

基礎栄養学実験 卒業研究Ⅰ

小計(基礎栄養学２科目) 卒業研究Ⅱ

応用栄養学Ⅰ 小計(卒業研究２科目)

健康スポーツ栄養論

教
職
科
目

教育の歴史と思想

小計(応用栄養学５科目) 教職論

栄養教育各論Ⅰ 教職入門セミナー

栄養教育総論 教育制度論

栄養教育総論実習

臨床栄養学総論 特別活動の理論と方法

臨床栄養学各論Ⅰ 総合的な学習の時間の指導法

臨床栄養学実習Ⅰ 教育方法論

発達と教育の心理学

栄養教育各論Ⅱ 特別支援教育概論

栄養教育各論実習 教育課程論

小計(栄養教育論５科目) 道徳教育の理論と方法

小計(臨床栄養学６科目) 栄養教育実習

公衆栄養学Ⅰ 教職実践演習（栄養）

公衆栄養学Ⅱ 小計(栄養教諭養成科目17科目)

臨床栄養学各論Ⅱ 生徒指導論

臨床栄養学実習Ⅱ 教育相談の理論と方法

臨床栄養学各論Ⅲ 栄養教育実習指導

公衆栄養学実習 合計（127科目）

小計(公衆栄養学３科目) 卒業要件及び履修方法

給食経営管理論Ⅰ

　必修科目112単位、共通科目の選択科目から8単位（健康関連から2単位及び沖
縄関連から4単位を含む）、臨地実習の選択科目から4単位（臨地実習Ⅰ(1単位)又
は臨地実習Ⅱ(1単位)を含む）の計124単位以上を修得すること。
　履修科目の登録の上限は40単位とする。ただし、前年度GPAが2.5以上の場合は
48単位とする。

給食経営管理実習Ⅰ

給食経営管理論Ⅱ

給食経営管理実習Ⅱ

小計(給食経営管理論４科目）
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【令和元年度】

　　　　

【令和２年度】

　　　　

【令和３年度】

　　　　

【令和４年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、
　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。
　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。
　　　・　不要な年度（令和２年度開設であれば令和元年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を
　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

・講義内容の刷新のための科目名称の変更「福祉コミュニティ入門」→「ソーシャルインクルージョン入門」。
・昨年度不開講であったため、担当を変更して開講「心理学入門」。
・「統計解析入門」の担当者が退職したため、新たな担当者をもって開講。
・「Basic EnglishⅠ･Ⅱの担当者が退職したため、新たな担当者を追加した。
・「健康運動演習a及びb」の担当者の入れ替えがあった。
・配当年次の修正「栄養教育各論Ⅰ」2→3。
・科目の統合が行われていた「発達心理学」「教育心理学」→「発達と教育の心理学」。
・上記の科目統合により、合計科目数を修正128科目→127科目。

　　　　

・担当者の他の開講科目との調整に伴い、「青年期のこころの発達」の開講期別を「前期・後期」から「前期」に変更。
・「心理学入門」の担当者を変更。
・担当者の他の開講科目との調整に伴い、「文化人類学入門」の開講期別を「前期・後期」から「前期」に変更。
・担当者の他の開講科目との調整に伴い、「法学入門」の開講期別を「後期」から「前期」に変更。
・担当者の他の開講科目との調整に伴い、「環境と社会」の開講期別を「前期」から「後期」に変更。
・担当者の他の開講科目との調整に伴い、「統計学」の開講期別を「前期」から「後期」に変更。
・開講クラスとの調整に伴い、「情報リテラシーⅠ」を6→7に、「情報リテラシーⅡ」を5→4に変更した。
・「情報リテラシーⅠ」の開講期別を「前期」から「前期・後期」に変更、後期に再履修クラスを設けた。
・「情報リテラシーⅡ」の開講期別を「後期」から「前期・後期」に変更。
・「健康運動演習a及びb」について、開講期別を「前期」から「前期・後期」に変更。
・「栄養教育実習指導」及び「栄養教育実習」について、教職課程委員会において単位数を２→１に変更。

（１）－②授業科目表に関する変更内容
　　　　

・担当者変更の理由により、「沖縄大学論」の開講期別を「前期」から「後期」に変更。
・担当者の担当科目調整に伴い、「文化人類学入門」の担当者１名を減じた。
・担当者の他の開講科目との調整に伴い、「法学入門」の開講期別を「後期」から「前期」に変更。
・担当者の他の開講科目との調整に伴い、「環境と社会」の開講期別を「前期」から「後期」に変更。
・担当者変更に伴い、「健康運動演習a」の開講期別に「後期」を追加。
・教育効果維持の為に「健康運動演習b」の担当者を1名増とし開講期別に「後期」を追加。
・教育効果維持の為に「Oral EnglishⅠ・Ⅱ」及び「Basic EnglishⅠ・Ⅱ」の担当者を追加。
・教育効果維持の為に「情報リテラシーⅠ」及び「情報リテラシーⅡ」の担当者を追加。
・「健康管理学実習」及び「公衆衛生学実験」に助手を配置
・「生化学Ⅱ」は厚生局の指摘を受け、教授職との合同に変更（AC教員審査済）。
・「生化学実験」は厚生局の指摘を受け、他の准教授との合同に変更（AC教員審査済）。
・「食品学各論」は認可時に教員審査を通らなかった為、教授を配置（AC教員審査済）。
・「食品衛生学」は厚生局からの指摘を受け、兼任講師1名を追加。
・「食品衛生学実験」は厚生局からの指摘を受け、兼任講師1名を追加。
・「調理学実習Ⅱ」は厚生局からの指摘を受け、准教授1名を外す（減じた講義内容変更でAC教員審査済）。
・「応用栄養学実習Ⅰ」は厚生局からの指摘を受け、准教授1名を外す（減じた講義内容変更でAC教員審査済）。
・厚生局からの指摘を受け「栄養管理学概論」を「栄養教育各論Ⅰ」に変更（AC教員審査を予定）。
・「栄養教育総論」は厚生局からの指摘を受け、准教授から教授へ担当を変更（AC教員審査済）。
・厚生局からの指摘を受け「栄養教育各論」を「栄養教育各論Ⅱ」に変更（AC教員審査を予定）。
・「臨床栄養学各論Ⅲ」は厚生局からの指摘を受け准教授1名を外す（減じた講義内容変更でAC教員審査済）。

　　　　

・担当者の他の開講科目との調整に伴い、「法学入門」の開講期別を「前期」から「後期」に変更。
・学外研修教員の復帰と、新採用教員の着任により「健康運動演習a」の担当者の入れ替えと1名増を行った。
・担当者の担当科目調整に伴い、「日本語のシステムⅡ」の開講時期を「前期」から「後期」に変更。
・担当者の担当科目調整に伴い、「Basic EnglishⅠ・Ⅱ」の担当者を削減。
・担当者の担当科目調整に伴い、「情報リテラシーⅠ・Ⅱ」の担当者を削減。
・「キャリア開発論（後期→前期）」「キャリア選択論（前期→後期）」と開講時期の表記を修正。
・厚生局からの指摘を受け「栄養管理学概論」を「栄養教育各論Ⅰ」に変更（令和元年７月AC教員審査済）。
・厚生局からの指摘を受け「栄養教育各論」を「栄養教育各論Ⅱ」に変更（令和元年７月AC教員審査済）。
・「栄養教育各論Ⅰ」の受講年次の表記を修正。
・教職科目に区分していた「栄養教諭論」「食育実践論」を専門科目の区分に含めるとともに、卒業必要単位数内の科目とした。

　　　　

（２） 授業科目数

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 計（Ａ） 必修

教職科目における科目統合

[　　　　] [　　　　] 【　△１　】 [　△１　]

選択 自由 計

67 41 20 128 67 41 19 127
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ ユニバーサル社会入門 2 1・2 共通科目 選択

２ 統計解析入門 2 1・2 共通科目 選択

３ 日本語のシステムⅡ 2 1・2 共通科目 選択

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、

　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

担当者の担当授業数調整のため

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

科目再編の準備のため

隔年開講のため

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

　　　　ください。

（４） 廃止科目

廃止の理由，代替措置の有無

・未開講となった科目は、学生全員に配布する履修ハンドブックに記載して周知。
・未開講科目のうち「統計解析入門」については、「統計学」と隔年開講であるため、次年度の履修が
可能である。
・未開講科目のうち「日本語のシステムⅡ」については、担当者が着任初年度のため担当授業数の調整
で不開講となった。次年度は開講予定である。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

　　　　ください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

16



（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

3

128

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

％
設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 2.34
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備考

(７) 体　　育　　館

実験実習室

校地購入により、148
㎡増。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

　　　　その理由及び報告年度「（４）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

―　　　　㎡

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

そ　の　他

合　　　計

 61,068.78㎡

(８)

(６) 図　　書　　館

新設学部等
の名称

教員１人当り研究費等

2,045.60㎡

 6,447.00㎡

―　　　　㎡ ―　　　　㎡

完成年度

198

（1〔1〕） (23) （　　-　　）

収 納 可 能 冊 数

25 360 12

（　　-　　） （　　-　　）(23)

面　　　　　積

区　　分

閲 覧 座 席 数

（1〔1〕）

2,155.77㎡ ﾄ ﾚ ｰ ﾆ ﾝ ｸ ﾞ室 ( ｱ ﾈ ﾂ ｸ ｽ共創館内)

体育館以外のスポーツ施設の概要

開設前年度 完成年度

 6,447.00㎡ ―　　　　㎡

5,300〔160〕　

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

0〔0〕　

0〔0〕　

（31〔4〕）

―　　　　㎡

点点

23,154.45㎡
23006.45㎡

―　　　　㎡

25〔4〕　

種

5,300〔160〕　

機械・器具 標　　本

25 360 12

講　義　室

３７室

196,000

視聴覚資料

(３) 教　　室　　等

演　習　室

(４) 専任教員研究室

（5,465〔158〕） （31〔4〕）

　　　１６
　　　　　１７　室

　

図
書
・
設
備

(５)

計

健康栄養学部

点

２０室

26,746千円

1,020千円 ―　千円

400千円

設備購入費

図書購入費

1,020千円

400千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

経費
の見
積り

学生納付金以外の維持方法の概要 手数料収入、寄付金収入、施設利用料収入等

区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等 3,520千円 3,520千円 500千円

第６年次

183,103千円 500千円

201千円 500千円

開設年度

―　千円

内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次

1,145千円 1,020千円

第４年次 第５年次

（5,465〔158〕）

84,223.23㎡
84,075.23㎡

語学学習施設

（補助職員　　人）

―　　　室

情報処理学習施設

８室

（補助職員　　６人）

（　　-　　）

―　　　　㎡

電子ジャーナル

面　　　　　積

 61,068.78㎡

３　施設・設備の整備状況，経費

―　　　　㎡ 22,990.86㎡

（22,990.86㎡）

84,223.23㎡
84,075.23㎡

―　　　　㎡

計

22,990.86㎡ ―　　　　㎡

（　　　　　　㎡） （　　　　　　㎡）

校
　
　
地
　
　
等

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

運動場用地

小　　　計

区　　　　　分

令和4年４月管理栄養試験
の対策学習室設置のため
使用用途変更(4)

(１) 区　　 分

校 舎 敷 地

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

―　　　　㎡ ―　　　　㎡
16,707.45㎡
16,559.45㎡

16,707.45㎡
16,559.45㎡

（22,990.86㎡）

(２) 校　　　　　舎

　　　・　「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和４年５月１日現在の数値を記入してください。

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　　　　

新設学部等の名称 室　　　　　　数

健康栄養学部　管理栄養学科 室

冊

25〔4〕　

12

23,154.45㎡
23006.45㎡
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４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称 　沖　縄　大　学
学生募集
停止学科数

0

平均入学定
員超過率1.3
倍以上の学
科等数

0 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度

人

経法商学部 4 220
3年次

5
890 - 1.18 1.18 - 昭和49

沖縄県那覇市字
国場555

令和元年より入学定
員変更（△10）

　経法商学科 4 220
3年次

5
890 学士

（経法商）
1.18 1.18 - 平成9 同上

令和3年度より編入定
員変更（△1）

人文学部 4 250
3年次

12
- - - - - 平成11 同上

 国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 4 80
3年次

3
326

学士
（国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ

ﾝ）

1.13 1.10 - 平成11 同上

 福祉文化学科 4 120 - 492 - - - - 平成11 同上

社会福祉専攻 4 75
3年次

6
- 学士

（社会福祉）
0.96 1.09 - 平成11 同上

令和元年より入学定
員変更（△10）

健康ｽﾎﾟｰﾂ福祉専攻 4 45 - -
学士

（健康ｽﾎﾟｰﾂ福
祉）

1.29 1.58 - 平成11 同上

 こども文化学科 4 50
3年次

3
206 学士

（こども文化）
1.10 1.12 - 平成19 同上

令和3年度より編入定
員変更（△2）

健康栄養学部 4 80 - 320 - 1.02 1.05 - 令和元年 同上

　管理栄養学科 4 80 - 320 学士
（栄養学）

1.02 1.05 - 令和元年 同上

大学全体 - 550 17 2234 - 1.11 1.19 - - -

大 学 の 名 称
学生募集
停止学科数

0

平均入学定
員超過率1.3
倍以上の学
科等数

0 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度

現代沖縄研究科 2 10 - 20 平成17
沖縄県那覇市字

国場555

   地域経営専攻 2 5 - 10 修士
（地域経営）

0.10 0.20 - 平成17 同上

沖縄・東ｱｼﾞｱ
地域研究専攻

2 5 - 10 修士
（地域研究）

0.30 0.20 - 平成17 同上

大学院全体 - 10 - 20 - - - - - -

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学、大学院、短期大学及び

　　　　高等専門学校についてそれぞれの学校ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください（専攻科及び別科を除く）。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　・「平均入学定員超過率」には、報告年度（令和４年度）から起算した修業年限に相当する期間の

　　　　入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

　　　　記入してください。

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

令和４年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地

　沖　縄　大　学　大　学　院

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

令和４年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地
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区　　　分
今後の

の実施計画

認　可　時

（平成30年8月）

認　可　時

（平成30年8月）

認　可　時

（平成30年8月）

認　可　時

（平成30年8月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（令和元年）

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等 履　行　状　況

人材養成像が「南に開
かれた世界の中にある
沖縄という意識を持っ
た指導的人材の育成」
と改められ、対応する
科目が「沖縄の食文化
論」及び「沖縄の食の
機能性研究論」と確認
はされたが、授業科目
の概要やシラバスにお
いて、本科目がアジア
地域との関係性を学ぶ
内容であることを学生
に解りやすく示す観点
から、明確に記載して
おくこと。

遵守事項

「沖縄の食文化論」のシラ
バスの講義概要で、本講義
が「伝統的な食文化に愛着
と誇りをもち、それが地域
共創に結びつくこと」、さ
らに達成目標で「沖縄の食
文化とアジア地域との関連
性を理解できる」旨を追記
した。また「沖縄の食の機
能性研究論」のシラバスの
講義概要で、本講義が「伝
統的発酵食品や沖縄特有の
食素材においてアジア地域
との関連性を学ぶ科目であ
る」こと、さらに達成目標
で「沖縄の食の機能性研究
とアジア地域との関連性を
理解できる」旨を追記し
た。令和元年10月17日付の
追加書面調査の指摘を受
け、シラバス等を修正し回
答した。

履行済

｢問題発見演習Ⅰ･Ⅱ｣
及び｢専門演習a･b」の
シラバスについて、授
業計画が「授業初回時
に説明」となってお
り、各回の授業内容が
記載されていないた
め、｢基礎演習Ⅰ･Ⅱ」
のシラバスと同様に各
回の詳細な授業内容を
学生に分かり易く明確
に記載しておくこと。

遵守事項

｢問題発見演習Ⅰ･Ⅱ｣の各シ
ラバスの授業計画に15回各
回の授業内容を記載した。
｢専門演習a･b」はa、b各シ
ラバスを作成し、各シラバ
スに15回の授業内容を記載
した。令和元年10月17日付
の追加書面調査の指摘を受
け、シラバス等を修正し回
答した。

履行済

完成年度前に、定年規
程に定める退職年齢を
超える専任教員数の割
合が比較的高いことか
ら、定年規程の趣旨を
踏まえた適切な運用に
努めるとともに、教員
組織編成の将来構想に
ついて着実に実施する
こと。

遵守事項

完成年度前に、定年規程に
定める退職年齢(65歳）を超
える専任教員数は5人(12人
中）である（70歳までは特
任採用で継続は可）。2022
年度末で3人の教員、2024年
度末で1人の教員が退職す
る。

履行中

教員組織編成を検討するた
めの委員会を立ち上げ、退
職予定教員の担当する４分
野について公募を開始し
た。順調に推移すれば2023
年４月には新任教員４人を
採用する予定である。

教員の補充を必要とさ
れた１科目について
は、開設時までに確実
に専任教員を配置して
教員を充足すること。

遵守事項

教員の補充を必要とされた
「食品学各論」については
平成30年度第4回AC教員審査
において担当教員を新城澄
枝に変更の上で受審し
「可」の判定を頂いた。

履行済

「問題発見演習Ⅰ・
Ⅱ」及び「専門演習
ａ・ｂ」のシラバスに
おける授業計画につい
て，各回の授業を担当
する教員を明らかにし
た上で，各回の授業内
容の違いが分かるよう
記載を改めること。ま
た，「沖縄の食文化
論」及び「沖縄の食の
機能性 研究論」のシ
ラバスについて，「ア
ジア地域との関連性を
理解する」という達成
目標に対応する授業内
容を「講義概要」など
に明示すること。

指摘事項
（是正）

「問題発見演習Ⅰ・Ⅱ」及
び「専門演習ａ・ｂ」のシ
ラバスにおける授業計画に
ついて，必要な箇所に主担
当教員を明記し、また各回
の授業内容の違いが分かる
よう記載を改めた。
「沖縄の食文化論」及び
「沖縄の食の機能性研究
論」のシラバスについて
は，「アジア地域との関連
性を理解する」という達成
目標に対応する授業内容を
「講義概要」に記載した。
令和元年10月17日付の追加
書面調査の指摘を受け、シ
ラバス等を修正し回答し
た。

履行済

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

　　　　具体的に記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

　　　　その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

①別記様式第2号（その３の１）授業科目の概要 ①左記6科目について、厚生局の指導により「講義等の

 a 栄養管理学概論 　内容」を修正。a,bは科目名称も以下に変更。

 b 栄養教育各論 　a.栄養教育各論Ⅰ

 c 臨床栄養学各論Ⅰ 　b.栄養教育各論Ⅱ

 d 臨床栄養学実習Ⅰ この6科目については令和元年7月のAC教員審査を受審し、

 e 臨床栄養学各論Ⅱ 全教員、全科目とも「可」の判定をいただいた。

 f 栄養総合演習Ⅱ

　　れる。委員会はその時々のトピック等必要に応じて開催される（不定期開催。2021年度は0回。）

　　・各学科の今年度FD活動に就いて

　　・授業評価アンケートの実施結果について

　　　研修担当部署の総務課や大学執行部による企画での教職全体研修、教員研修や各学科毎のFD等。

　ａ　委員会の設置状況

　　2010年６月に沖縄大学ファカルティ・デベロップメント委員会を設置。　※委員会規程を添付

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

　ａ　実施内容

　　・新任教員のためのオリエンテーション

　　・学習成果の可視化について

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　ｃ　委員会の審議事項等

②　実施状況

　　委員会は教務部長を委員長に各学科選出の委員、教務課職員及び委員会が特に必要としたものから構成さ

　　コロナ禍の中、2021年度は教学担当副学長が遠隔授業対策本部会議を主催し、遠隔授業等のFDを複数回実施した。

　　・ティーチングポートフォリオについて

７　その他全般的事項

＜健康栄養学部　管理栄養学科＞

（１） 設置計画変更事項等

①　実施体制

　ｂ　実施方法

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　・2021年9月22日　授業改善アンケートについて　(オンライン研修　教員参加者68名）

　　・2022年2月24日　ＶＲ研修 Part2 （ハイブリッド研修　教員参加者5名）

　　・2022年3月28日　ＶＲ研修 Part2 （ハイブリッド研修　教員参加者7名）

　　・2021年8月17日　教職合同研修会「中途退学者を減らすために必要なこと」（オンライン研修　教員参加者62名）

　　・2021年11月10～26日　研究倫理・コンプライアンス研修　（オンライン研修　教員参加者76名）

　　・2021年9月24日　授業で使えるICTツールや手法に関する情報共有（オンライン研修　教員参加者36名）

　　・2022年2月18日　ＶＲ研修 Part1 （オンライン研修　教員参加者25名）

　　・研究倫理・コンプライアンス研修

　　・中退者対策　等
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　　・授業改善アンケートのコメント欄に記載された教員への指摘・要望については、当該教員からの回答を

　　　記載し、出来うる限り授業の改善に結びつくようにしている。

　　・授業改善について5次中計の中に取入れ年次計画的に取組んでいる。

　　学生、教職員へは各期ごとの集計結果の概要を大学ホームページで公開している。各科目担当者は当該科目の

　　（5月1日現在の委員名簿も添付してください。委員に変更がある場合は、その内容と各区分を踏まえた委員構成で

　　　あることを説明してください。併せて、別途委員名簿を変更内容が分かるよう加筆の上、提出してください。）

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　・学生に対する「授業改善アンケート」を年2回（前期・後期の学期末）実施している。

　ｄ　その他

　　・　産業界との連携に関する○○の観点から教育課程に対する提案内容

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

　集計結果を閲覧し、学生からの指摘・要望等のコメントがあれば、それに対する回答を作成しHPで公開している。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　c　教育課程連携協議会が審議した内容を踏まえた大学での教育課程への反映状況

　　記入例）

　　・　地域との連携に関する○○の観点から教育課程に対する提案内容

①　体制

　ａ　委員会の設置状況

　ｂ　委員会の開催状況（回数や開催日など）

　ｃ　委員会の審議事項等

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

②　審議状況

　ａ　審議した内容

　b　教育課程連携協議会が審議した内容を踏まえた大学での教育課程への見直し状況

（３） 教育課程連携協議会に関する事項　　　　　　　　　　　　「該当なし」

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職学科、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。
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　健康栄養学部管理栄養学科は、「地域共創、未来共創の大学へ」という本学の建学の理念を根底に据えて、栄養、健康
及び食品についての専門的な学芸を教授・研究し、地域社会の中で自ら問題を発見し、その解決策を見つけ、地域社会に
貢献しうる人材の育成を目的としている。学部学科の教育目標を効果的に達成するために、管理栄養士学校指定規則に
従った教育内容を基本としたうえで、沖縄の食文化論、沖縄の食の機能性研究論等の特色ある科目も学んでいく。
　学生募集活動では、オープンキャンパスや進路相談会、高校訪問等を実施した結果、80人の定員に対し2019年度入試で
は志願数266人で合格者は98人、入学者数は81人、2020年度入試は志願者数244人、合格者99人、入学者数79人、2021年度
入試では志願者193人、合格者102人、入学者は81人、2022年度入試は志願者数212人、合格者数98人、入学者数84人と
なった。沖縄県内唯一の管理栄養士養成施設として一定の評価を得ているものと考えている。
　本学科は、新設学科と言うだけではなく、本年5月1日現在の教員12名中11名が外部からの採用である。沖縄大学のミッ
ション、本学科の三つのポリシー等について更に理解を深めながら教育・研究に取り組んでいる。また、学年進行に応じ
て、設置計画に基づく教育過程の運営を着実に実施してる。次年度以降も大学案内や大学ホームページ、オープンキャン
パス等を通して、本学科の魅力を高校生、高校教員に伝え、学科の教育目標に共感する学生の入学を目指していく。

（４） 自己点検・評価等に関する事項

　　・令和3年４月　公表済み

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

○　設置計画履行状況報告書（令和４年度）

　ｂ　公表方法

　　・大学ホームページ上に公開した。

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

③　認証評価を受ける計画

　　　　認証評価を受診の予定。

　ｃ　公表方法　　　　　〔　ウェブサイトへの掲載　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　〕

　　　・令和２年度に評価機関（公益財団法人　大学基準協会）の評価を受審した。次回は令和９年度に同協会の

※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

　設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。

　ａ　公表予定の有無　　〔　　　有　　　・　　　無　　　〕

≪ａで「有」の場合≫

　ｄ　公表しない理由　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後１ヶ月以内　・　公表後２～３ヶ月以内　・　公表後３ヶ月以降　〕

≪ａで公表「無」の場合≫

　　　　いて記入してください。

（５） 情報公表に関する事項
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